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Thesaurus Un
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展
示
の
様
子
―
日
本
初
の
セ
ー
ラ
ー
服

︵
福
岡
女
学
院
中･

高
︶
と
共
に

﹁
ゐ
も
ん
帖
﹂
の
表
紙

ご
家
族
か
ら
の
手
紙
と
﹁
ゐ
も
ん
帖
﹂



だいがくのたから

海
と
時
代
を
越
え
て
、届
い
た
想
い 

〜
ゐ
も
ん
帖
〜

　
「
ゐ
も
ん
帖
」（
慰
問
帳
）
は
、
戦
時
中
の
日
本
か
ら
戦
地
の
兵
隊
た
ち
を
励
ま
す
た
め
に
送
ら
れ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
最
中
、
福
岡
女
学
校
（
現
在
の
福
岡
女
学
院
）
４
年
生
（
高
校
１
年
生
）
の
生
徒

８
名
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
「
ゐ
も
ん
帖
」
に
は
、
か
わ
い
ら
し
い
絵
や
仕
掛
け
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

人
形
の
絵
に
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
り
、
中
を
の
ぞ
く
と
小
さ
く
折
り
た
た
ま
れ
た
紙
に
女
学
生
ら
し
い
な
ぞ
な

ぞ
や
兵
隊
へ
の
感
謝
の
言
葉
、
当
時
の
女
学
校
の
様
子
（
校
庭
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え
て
食
料
に
し
て
い

る
こ
と
や
、
学
校
か
ら
工
場
へ
行
っ
て
飛
行
機
を
作
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
）
が
綴
ら
れ
て
い
た
。

　

戦
地
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
届
い
た
「
ゐ
も
ん
帖
」
は
、
日
本
兵
か
ら
ア
メ
リ
カ
兵
に
渡
り
、
そ
の
ア
メ
リ

カ
兵
に
よ
っ
て
本
国
の
妻
の
も
と
へ
、
戦
死
す
る
前
の
最
後
の
手
紙
と
共
に
送
ら
れ
た
。

　

妻
は
、
そ
の
「
ゐ
も
ん
帖
」
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
ゐ
も
ん
帖
」
の

中
の
女
学
生
た
ち
が
つ
づ
っ
た
文
字
の
そ
ば
に
は
、
英
語
に
翻
訳
し
た
タ
イ
プ
文
字
の
メ
モ
が
貼
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
後
、「
ゐ
も
ん
帖
」
は
そ
の
家
族
に
よ
っ
て
大
切
に
保
管
さ
れ
た
。
遠
い
異
国
の
地
に
、
日

本
人
の
人
を
思
い
や
る
心
が
届
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

73
年
の
長
い
時
が
過
ぎ
、
２
０
１
６
年
３
月
、「
ゐ
も
ん
帖
」
は
再
び
福
岡
女
学
院
へ
里
帰
り
を
果
た

す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
世
界
大
戦
で
争
っ
た
２
つ
の
国
が
、
戦
後
長
い
年
月
の
間
に
培
っ
て
き
た
信
頼
の
証
し
と
し
て
、
お
納

め
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
の
ご
家
族
の
手
紙
と
共
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

　

現
在
、
１
２
５
周
年
記
念
館
の
資
料
展
示
室
に
お
い
て
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
国
内
に
現
存
す
る
慰
問

帳
は
戦
地
に
送
ら
れ
ず
に
保
管
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
と
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
学
に
返
っ
て
き
た
「
ゐ

も
ん
帖
」
は
歴
史
的
価
値
は
も
ち
ろ
ん
、
何
よ
り
も
当
時
の
生
徒
た
ち
の
優
し
さ
が
伝
わ
る
神
様
か
ら
の

贈
り
物
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

福岡女学院大学
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広
島
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学
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巻
頭
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﹁
女
性
の
一
生
涯
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を
支
え
る
女
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学�
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晶
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教
育
改
革
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体
育
系
大
学
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課
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座
談
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大
学
に
お
け
る
第
二
外
国
語
教
育
の
意
義
と
こ
れ
か
ら
の
展
開�

�

中
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浩
／
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一
三
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吉
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司
会
）
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直
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る
大
学
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30

再
就
職
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育�

坂
本
清
恵

32

社
会
人
女
性
の
活
躍
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設�

〜
昭
和
女
子
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構
の
取
り
組
み
〜�

武
藤
空
男

36

女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
構
築
を
支
援
す
る�

―
東
京
女
子
大
学
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト･

セ
ン
タ
ー�

栗
田
啓
子

42

女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム�

―
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
誕
生
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で

―�

小
川
智
由

44

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
女
性
医
師
再
研
修
―
復
職
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

横
田
仁
子

50
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就
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必
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の
視
点�
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信
三
恵
子

54

ず
い
そ
う 

絵
が
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
の
実
現
を�

天
坊
昭
彦

58

小
特
集
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
い
ま 

60

５
年
間
の
約
束
―
パ
ー
ソ
ナ
ル
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て�

柴
山
治
美
／
神
内
則
貴

62

﹁
主
体
性
﹂
を
も
た
せ
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス�

諸
岡
大
輔

68

高
校
生
が
求
め
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は�

中
島
伸
次

74

参
加
目
的
の
多
様
化
に
対
し
て
、わ
れ
わ
れ
は
…
…�

筒
井
弘
幸

78

石
巻
地
域
の
人
材
育
成･

活
性
化
へ
の
新
た
な
取
り
組
み�

舛
井
道
晴
／
髙
橋　
智

82

日
本
学
生
支
援
機
構
の
寄
附
金
事
業
に
つ
い
て�

�

独
立
行
政
法
人�
日
本
学
生
支
援
機
構�

政
策
企
画
部�

広
報
課

86
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私
の
授
業
実
践
│
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

教
師
と
学
生
の
﹁
協
働
の
学
び
﹂
の
可
能
性�

―
「
知
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
再
構
築
す
る
大
学
の
「
授
業
」

―�

尾
崎
博
美

88

明
日
へ
の
試
み

東
京
情
報
大
学
看
護
学
部

時
代
が
求
め
る
た
く
ま
し
い
看
護
師
の
養
成�

加
納
佳
代
子

92

わ
が
大
学
史
の
一
場
面
│
日
本
の
近
代
化
と
大
学
の
歴
史

医
療
総
合
大
学
と
し
て
歩
ん
だ
10
年�

―
チ
ー
ム
医
療
の
中
核
を
担
う
医
療
人
の
育
成
を
目
指
し
て

―・

兵
庫
医
療
大
学�

馬
場
明
道

98

加
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校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
プ
レ
ゼ
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ン
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ス
ト
編
》

高
校
生
を
対
象
と
し
た
建
築
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純
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﹁
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﹂�
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催
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３
４
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榊
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イ
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デ
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茂
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�
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南
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学

120
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介
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学
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介

大
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学
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席
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介・
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連
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ニ
ュ
ー
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集
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128 

〈
カ
ッ
ト
〉
熊
谷
有
子



　広島女学院大学では、５月３日～５日に開催され
る「平和と花の祭典」フラワーフェスティバルに「折
りづるひろば」というブースを出展し、来場者と共
に千羽鶴を作成する活動を行っています。毎年約8000
羽を数える折り鶴は、広島平和記念公園の「原爆の
子の像」に、建立記念日の５月５日に献納します。
この像は、原子爆弾の後遺障害により12歳で突然い
のちを断ち切られた佐々木禎子さんの友人たちが、
原爆の犠牲となった多くの少年少女を悼んで始めた
運動により建立されました。
　広島女学院中高職員として務めながら、この子ど
もたちを支え続けた「広島折鶴の会」代表世話人 ・
河本一郎さんの思いを受け継ごうと、2009年に学生
実行委員会が中心となって「折りづるひろば」の出
展が始まりました。期間中は、延べ100名の学生ボラ
ンティアが運営に携わります。さまざまな世代や国
籍の来場者が、心を込めて一羽の鶴を折る姿に、参
加した学生たちも「平和」への思いをいっそうかき
立てられる機会となっています。

〈表紙写真〉
「原爆の子の像」に折り鶴を献納する学生たち
� （広島女学院大学）



大学点描

　広島女学院は、1886（明治19）年に、砂本貞吉牧師によって創立された広島
女学会を前身とし、キリスト教を基盤とした人格教育を行ってきました。2018
年度からは、現代のニーズに応えるべく、２学部５学科に生まれ変わります。
人間への理解を深める「人文学部」と女性の一生涯の支えとなる資格取得を支
援する「人間生活学部」によって、「学問」と「実践」の両方を深く、そして濃
く学ぶ教育が始まります。基礎科目と新設する「自己・他者・社会との関係を
深めるライフキャリア科目」の上にそれぞれの専門を積み上げ、女性の人生を
豊かにする土台をつくります。人生のどの段階でも大学に戻ってリフレッシュ
できるように、エンパワーメントセンターも充実させます。

新しい女学院 はじまる



人
文
学
部
【
仮
称
】※

国際英語学科【仮称】※

日本文化学科【仮称】※

◆学びの特長
すべての授業を英語で受け
る「GSEコース」と、国際
共通語としての英語と英語
圏の文化を学ぶ「英語文化
コース」を設定。最大10名
の少人数クラスでの英語教
育や、単位認定される授業
科目の中で最大4回の海外

研修の機会を設けるなど、英語力の修得を重視しています。また、
留学やTOEICなどの資格試験に向けて、週1回の個別英語指導を実
施。航空業（CA・GS）や旅行代理店、中学・高校教員（英語）な
ど、英語を活用する職種で活躍できる人材教育を展開します。

※2018年4月設置届出中の新学部・学科の名称および記載内容は変更になる場合があります。

◆学びの特長
日本の文学や文化を深く理
解すると同時に、読む・書
く・聞く・話す日本語能力
の向上、日本固有の文化を
世界や地域に発信する力を
修得します。国内のフィー
ルドワークや海外研修を実
施し、自国と他国の文化や

習慣の違いを体感します。中学・高校教員（国語）をめざすことも
可能。独自の対策プログラムなど、教員採用試験合格に向けて万全
のサポート体制を整えています。



人
間
生
活
学
部

生活デザイン学科【仮称】※

管理栄養学科

児童教育学科【仮称】※

◆学びの特長
ファッション、住居・インテリ
ア・建築、地域文化など、生活
にかかわる幅広い分野のデザイ
ンを学びます。実社会での学び
を重視し、建築デザイン事務所
やアパレル企業、自治体など、
希望者全員が学びに直結した企
業・団体の実習・インターンシッ

プに最長4週間参加できます。生活や地域課題を解決し、豊かな暮
らしを提案できるスペシャリストをめざします。

◆学びの特長
2015年度卒業生の管理栄養士
国家試験合格率は97.1％。広島
県内の私立大学の中で1番高い
合格実績です。充実した設備と
専門教員による教育によって、
卒業生は病院・福祉施設などの
管理栄養士、食品・医療関連企
業、栄養教諭、家庭科教員など、
多様な分野で活躍しています。

◆学びの特長
小学校教諭、幼稚園教諭、保育士
の資格取得が可能です。めざす
将来に合わせて学びを選択でき
るよう、幼児教育コースと児童教
育コースの2コースを設定。国際
英語学科との連携や短期留学を
通じて、小学校の英語教科化に完
全対応できる教員を養成します。



女学院ならではのプロジェクト

広島経済同友会の会員に迎えられた湊
学長と、広島経済同友会ひとづくり委
員会委員長・川妻利絵氏による、「女性
とライフキャリア」についての学生向
け対談。

里山保全の活動を体験しながら、山の
現状を知り、里山のことを学ぶ活動で
す。小学生を対象とし、学生が環境教
育と活動体験を組み合わせたプログラ
ムの企画を行っています。

世界最大級 NGO である「ワールド・
ビジョン」による全面協力のもと、 
カンボジアへ研修旅行を実施。ワール
ド・ビジョンが現地で進める地域開発
プログラムやチャイルドスポンサー
シップといった支援事業の実態にじか
に触れます。

地域との連携プロジェクト

環境保全プロジェクト

カンボジア・スタディツアー



　

広
島
女
学
院
は
、
創
立
以
来
１
３
１
年
間
、
キ
リ
ス

ト
教
を
基
盤
と
し
た
人
格
教
育
に
よ
り
、「
ぶ
れ
な
い

個
」
の
確
立
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
女
性
活
躍
促
進

時
代
に
対
応
で
き
る
女
性
を
育
て
る
と
同
時
に
、「
報
酬

を
得
ら
れ
る
職
業
だ
け
が
キ
ャ
リ
ア
で
は
な
く
、
結
婚・

育
児・

介
護
を
含
む
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
全
て
を
包
括
し

て
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
」
と
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
て
も
自
ら
を
切
り
拓
い
て
い
く
力
を
身
に
付
け
た

女
性
を
育
て
ま
す
。
卒
業
後
も
、
母
校
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
に
帰
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
女
性
の
一
生
涯
」
を

支
え
る
女
子
大
学

湊 

晶
子
●
広
島
女
学
院
院
長・

学
長
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２
０
１
２
年
に
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
に
よ
っ
て
検
討
が

始
め
ら
れ
た
教
育
改
革
は
、
２
０
１
４
年
12
月
の
中
央
教
育

審
議
会
答
申
、
あ
る
い
は
２
０
１
６
年
３
月
の
高
大
接
続
シ

ス
テ
ム
改
革
会
議
の
「
最
終
報
告
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
教
育
改
革
に
匹
敵
す
る

大
変
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
改
革
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
答
申
や
報
告
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
を
網
羅
的

に
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
は
限
ら
れ
た
紙
面
に
お
い
て

難
し
い
が
、
幾
つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
、
体
育
系
大
学
の
課

題
を
検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
、
大
学
教
育
の
入
り
口
で
あ
る
入
学
者
選
抜
に
つ
い

て
、
答
申
で
は
「
知
識
量
の
み
を
問
う
従
来
型
の
学
力
に
つ

い
て
、
中
間
層
の
生
徒
が
多
い
高
等
学
校
で
は
、
知
識
量
の

多
寡
で
進
学
先
の
難
易
度
が
決
定
さ
れ
る
環
境
に
お
い
て
、

受
験
勉
強
が
学
習
へ
の
動
機
づ
け
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
少
子
化
の
進
展
等
に
よ
り
大
学
へ
の
入
学
が
一
般

的
に
容
易
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
従
来

の
よ
う
な
受
験
勉
強
が
そ
れ
ほ
ど
必
要
で
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
、
社
会
で
自
立
し
て
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力
の
獲
得
を
目
標
と
し
て
設
定
し
、

学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
動
機
付

け
を
十
分
に
行
わ
ず
、
自
主
的
に
は
ほ
と
ん
ど
学
習
せ
ず
目

標
を
持
て
な
い
生
徒
を
多
数
、
選
抜
性
が
中
程
度
の
大
学
に

送
り
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
例
も
多
い
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
現
状
の
入
学
者
の
状
況
を
客
観
的
に
み
る
と
、
こ
の
指

摘
の
中
心
的
受
け
入
れ
先
と
な
っ
て
い
る
多
く
の
体
育
系
大

学
に
と
っ
て
は
、
耳
の
痛
い
内
容
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
体
育
系
大
学
は
そ
の
専
門
特
性
か
ら
、
推
薦
入

試
、
一
般
入
試
な
ど
に
お
い
て
、
単
に
一
時
点
に
お
け
る
知

識
の
再
生
能
力
の
高
さ
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
運
動
能
力
を
含

髙
見 

令
英
●
国
際
武
道
大
学
学
長

教
育
改
革
と
体
育
系
大
学
の
課
題
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め
た
多
様
な
能
力
を
評
価
す
る
入
学
者
選
抜
を
行
っ
て
き
た

歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
も
、
18
歳
人
口
の
減
少
、

あ
る
い
は
体
育
系
大
学・

学
部
な
ど
の
増
設
な
ど
に
よ
り
、

従
来
は
一
定
の
水
準
の
も
と
に
評
価
し
た
高
等
学
校
ま
で
の

学
力
評
価
指
標
を
含
む
多
様
な
能
力
を
評
価
す
る
選
抜
方
法

が
、
近
年
は
結
果
的
に
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
状

況
が
あ
る
。
従
っ
て
、
た
と
え
ば
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
入
試
や
一
般
入
試
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
入
学
し
た
学
生

と
、
推
薦
入
試
あ
る
い
は
Ａ
Ｏ
入
試
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
入

学
し
た
学
生
と
の
学
力
や
学
習
意
欲
に
大
き
な
乖
離
が
生
じ
、

一
定
の
水
準
に
集
約
さ
れ
た
集
団
で
は
な
く
、
分
散
の
大
き

な
集
団
と
な
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
高
等
学
校
で
身
に

付
け
る
べ
き
学
力
を
補
塡
す
る
た
め
の
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育

が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
教
育
改
革
に
お
い
て
本
格
実
施
さ
れ
る
、
基
礎
的
な

学
力
の
３
要
素
が
育
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
測
定
す
る
「
高

等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
と
「
大
学
入
学
希
望
者

学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
準
備
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
を
、
体
育
系
大
学
の
入
学
者
受
け
入
れ
方
針
に
沿
っ
て
、

大
学
が
行
う
個
別
試
験
と
接
続
さ
せ
得
る
可
能
性
を
探
る
と

と
も
に
、
体
育
系
大
学
に
お
け
る
入
学
希
望
者
の
受
け
入
れ

方
針
を
高
校
生
が
明
確
に
理
解
で
き
る
よ
う
具
体
的
に
高
等

学
校
側
に
示
す
こ
と
に
よ
り
、
高
校
生
の
学
習
に
対
す
る
目

的
と
意
欲
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
高
等
学

校
で
修
得
す
べ
き
学
力
を
身
に
付
け
た
こ
と
を
前
提
と
し
た

リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
の
必
要
が
な
い
大
学
教
育
へ
の
接
続
が

実
現
す
る
と
期
待
で
き
る
。

　

次
に
、
体
育
系
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程
の
編
成
に
関
し

て
は
、
体
育
系
大
学
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
大
学
に
お
い
て

系
統
性
と
段
階
性
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
す
る
各
科
目

間
の
内
容
妥
当
性
と
関
連
性
を
考
慮
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ

プ
を
構
築
し
て
い
る
。
体
育
系
大
学
に
お
け
る
特
徴
は
、
合

理
的
に
構
築
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
育
職
員
免
許
状
を

は
じ
め
と
す
る
資
格
と
の
連
動
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
に
あ

る
。
体
育
系
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る
高
校
生
の
多
く
が
、

保
健
体
育
の
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
志
向
性
を
重
視
し
た
履
修
形
態
は
、
必
然
的
に
教
員
免

許
取
得
に
必
要
な
科
目
の
履
修
を
中
心
と
し
た
も
の
に
な
る
。

　

教
育
職
員
免
許
法
が
定
め
る
必
要
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
、

体
育
学
を
基
礎
と
す
る
教
育
職
員
の
能
力
を
担
保
し
て
い
る

こ
と
に
異
論
を
挟
む
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
教
育
改
革
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の
基
本
理
念
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
学
力
の
3
要
素
を
育

成
す
る
た
め
の
高
等
学
校
教
育
と
の
接
続
性
を
考
慮
す
る
と
、

高
等
学
校
教
育
、
大
学
教
育
を
通
じ
て
育
む
べ
き
「
生
き
る

力
」
を
構
成
す
る
「
豊
か
な
人
間
性
」「
健
康・

体
力
」「
確

か
な
学
力
」
を
育
む
た
め
に
は
、
資
格
に
と
ら
わ
れ
た
履
修

形
態
か
ら
の
脱
却
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

体
育
系
大
学
に
お
い
て
は
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
工
夫
を

試
み
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
卒
業
要
件
に
教
職
に
関
す
る
科

目
を
含
ま
な
い
こ
と
と
し
て
、
本
来
の
体
育
学
の
専
門
教
育

を
中
心
と
し
た
履
修
を
促
す
な
ど
の
手
立
て
を
講
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
卒
業
要
件
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
資
格

取
得
を
希
望
す
る
学
生
は
、
卒
業
要
件
を
満
た
す
総
単
位
数

の
他
に
、
資
格
取
得
に
必
要
な
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
多
く
の
大
学
に
お
い
て
、
キ
ャ
ッ
プ
制
の
導
入
な

ど
に
よ
っ
て
単
位
の
実
質
化
に
向
け
た
施
策
が
展
開
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
方
法
は
結
果
と
し
て
単
位
の
実
質
化
を
担
保

す
る
こ
と
と
相
反
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

教
育
職
員
免
許
状
の
取
得
期
間
に
つ
い
て
、
以
前
、
検
討
が

行
わ
れ
た
際
に
、
６
年
間
（
４
年
＋
２
年
）
で
取
得
す
る
こ

と
が
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
大
学
に
お
け
る
専
門
教
育

と
関
連
す
る
資
格
取
得
を
、
適
正
な
能
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
担
保
し
な
が
ら
実
現
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
再
度

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

前
述
し
た
中
教
審
答
申
お
よ
び
改
革
会
議
報
告
に
お
い
て

示
さ
れ
て
い
る
「
新
し
い
時
代
に
向
け
た
高
大
接
続
」
の
た

め
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
最
後
に
残

さ
れ
た
課
題
は
、
教
育
の
質
保
証
で
あ
る
大
学
卒
業
者
の
資

質
能
力
の
保
証
な
ど
、
大
学
と
社
会
と
の
接
続
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
経
済
同
友
会
が
２
０
１
５
年
４
月
に
取
り
ま

と
め
た
報
告
書
に
、
企
業
が
求
め
る
人
材
像
と
資
質
能
力
と

し
て
、
①
変
化
の
激
し
い
社
会
で
課
題
を
見
出
し
、
チ
ー
ム

で
協
力
し
て
解
決
す
る
力
（
課
題
設
定
力・

解
決
力
）、
②
困

難
か
ら
逃
げ
ず
に
、
そ
れ
に
向
き
合
い
乗
り
越
え
る
力
（
耐

力・

胆
力
）、
③
多
様
性
を
尊
重
し
、
異
文
化
を
受
け
入
れ
な

が
ら
組
織
力
を
高
め
る
力
、
④
価
値
観
の
異
な
る
相
手
と
も

双
方
向
で
真
摯
に
学
び
合
う
対
話
力
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

企
業
が
求
め
る
大
学
卒
業
者
の
資
質
能
力
を
育
成
す
る
に

は
、
高
大
接
続
に
お
け
る
大
学
教
育
の
質
的
転
換
と
し
て
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
充
実
が
重
要
な
意
味
を
持
ち
、

教
員
と
学
生
、
学
生
同
士
と
い
っ
た
双
方
向
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
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ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
活
動
体
験
を
積
む
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

学
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
教
育
を
い
か
に
し
て
組
み
入
れ
る
か

が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
活
動
体
験
な
ど
に
関

し
て
は
、
体
育
系
の
大
学
は
以
前
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
し
か
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
関
し
て
は
、

取
り
組
み
の
端
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
行
の
授
業

形
態
を
変
容
さ
せ
て
い
く
工
夫
が
急
務
で
あ
る
。

　

報
告
書
の
指
摘
に
「
学
生
の
能
動
的
な
学
び
に
よ
る
学
修

時
間
の
拡
充
」
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
報
告
に
お
い
て
、

わ
が
国
の
大
学
生
の
学
修
時
間
は
、
他
国
の
高
等
学
校
段
階

に
お
け
る
学
修
時
間
を
下
回
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
体
育
系
大
学
に
お
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
も
っ
と
も
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

学
修
時
間
の
拡
充
は
、
単
に
一
方
的
な
講
義
の
受
講
に
終
始

す
る
時
間
を
増
や
す
こ
と
で
も
、
課
題
や
レ
ポ
ー
ト
の
作
成

を
強
制
す
る
こ
と
で
も
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
が
比
較
的
長
時
間
に
わ
た
る
体
育
系
大
学
の
学
生

に
と
っ
て
、
学
修
時
間
の
拡
充
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

る
の
か
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
の
が
、
教
職

員
の
能
力
開
発
で
あ
る
。
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
は

「
教
育
」「
研
究
」「
社
会
貢
献
」
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

を
通
し
て
得
ら
れ
る
知
見
を
教
育
に
生
か
し
、
そ
の
延
長
と

し
て
社
会
へ
の
貢
献
が
実
現
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
大
学
評
価
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大
学
に
お
い
て
教
員
に
対
す
る
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
単
に
競
争
的
資
金
の
獲
得
や
、

研
究
論
文
を
中
心
と
し
た
研
究
業
績
の
評
価
な
ど
の
画
一
的

な
能
力
評
価
で
は
な
い
評
価
の
あ
り
方
を
慎
重
に
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
相
互
に
関
連
さ
せ

な
が
ら
、
教
育
の
質
保
証
に
つ
な
げ
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

高
大
接
続
の
道
筋
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
施
策
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
大
学

と
社
会
を
接
続
す
る
た
め
の
道
筋
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に

お
い
て
十
分
に
検
討
し
、
実
現
さ
せ
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
建
学
の
理
念
と
精
神
を
尊
重
し
な
が

ら
、既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
、体
育
系
大
学
に
ふ
さ

わ
し
い
改
革
の
道
筋
を
探
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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